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三 間 晶生

2020年 2月 から3月 にかけて 5週間のオース トラリア海外研修を実施 した。

これまでにも大学開学以来、国際言語文化学部そ して国際人間学部のもとで、

オース トラリア、イギリス、ニュージーランドなどでの海外研修を実施 してき

た。そのプログラムの内容は、学部・学科の性格からして英語を専攻する学生

が中心であ り、主として語学や文化 ・歴史を対象としたものであつた。

2019年度 4月 より教育を一つの大 きな骨子 とした学部・学科 (人 間教育学

部 教育心理学科)がスター トすることに向け、2018年 より新学部 ・学科にふ

さわしい研修地やプログラム内容を含む海外研修の検討を始めた。その際、英

語圏の研修地で 15名 程度、4週 間前後、ホームステイで きること、2020年 2

～ 3月 の実施、語学 (英語)に加えて教員養成プログラムおよび教育施設訪間 (幼

稚園、小 ・中学校など)そ してリーズナブルな費用を条件 とした。候補に挙が

り交渉をしたい くつかのアメリカの大学については、宿泊がホームステイでは

なく大学キャンパス内の学生寮であること、結果現地の人々と接触する機会が

少なくなるというデメリット、さらに費用面で高 くつ くこと、またオース トラ

リアのある大学については教員養成プログラムが導入できないなどの問題が出

てきた。

そのような中で、2019年 4月 に在福岡オース トラリア領事館 (当 時)の協

力を得て、本学の条件に合ったオース トラリアの 17教育機関を紹介いただき、

それぞれについての詳 しい説明を受け、最終的にそこから5校 を候補に絞 り込

んだ。その後、直接それぞれの教育機関に詳 しく条件・プログラム内容等を問

い合わせ、交渉を重ねた結果、研修地として本学の条件に一番合ったアデレー

ド大学英語教育センター (English Language Centre(ELC),the University of

Adelaide)に 5月 に決定 した。相手校にはその旨の連絡 と同時に、上記条件の

他にさらに、各ホス トファミリーの受け入れ学生数を原則 1名、提供される食
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事は週末も含んで毎 日3食、研修期間 5週間を追加 した。この研修プログラム

については、本学 とアデレー ド大学 との研修等に関する協定 と党書 を 10月 に

締結・交換 した.

学生に対 しては新学期スター トとともにいろいろな形でオース トラリア研修

を計画 していることを伝え、旅行会社が決定 した段階で 7月 初旬に研修旅行説

明会を開き、学生に旅程、費用、プログラム内容、出発までの流れ等を含む研

修内容を説明 し、夏休み明けの 9月 末に行った参加者最終調査で 14名 の希望

者があった。英語 を使ってのオース トラリア生活に慣れるために、参加予定

者は必要に応 じて「海外研修事前演習 I」 (後期 2単位)を 受講 した り、空 き

時間を利用 して英語教員 と英会話の練習をした りした。 しか しなが ら、諸事

情のため当初希望 していた学生が何人か抜け、最終的に参加することになった

10名 (教育心理学科 1年 8名、こども学科 4年 2名 )は 、11月 にオンライン

で ELCでの ID作成、英語プレースメン トテス ト (Oxbrd Online placement

test)、 ホームステイ申請書およびホス ト家族あての自己紹介を含む手紙作成

をし、12月 に入 りETAS(ヴ イザ )、 海外留学保険、オース トラリア滞在経験

のある学生 との交流など最終準備にかか り、2月 3日 の説明会で最終確認等を

行 う。

ただし、研修 日程はヨロナ禍のため、復路について最終的に 3同 変更があっ

た (便、経由、航空会社などの変更).こ の変更は学生がアデレー ドで研修中

でできるだけ混乱を避け不安をなくすため、その都度速やかに、学生、保護者、

ELC担当者、ホス ト家族に情報 を流 し、特に学生 と保護者には安心 してもら

う努力をした。引率者についてはもともと交渉の段階からELC側 からその必

要ないとのことであったが、第 1回 ということで 1名 引率者が同行 し、現地に

おける ELC側の学生へのフォロー (授業やホス トフアミリーとの生活など)

が徹底 していて安心であることを確認、学生 より先に 2月 21日 アデレー ドを

発ち、翌 22日 帰鹿 した。学生は、全員無事に笑顔いっぱいで予定通 り3月 23

日に帰鹿 した.

学生の旅程は以下の通 りであった。
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到着 したアデレー ド空港では、ELCス タッフとホス トファミリーが出迎え

て くれ、ゲー トから出る学生にスタッフが名前を確認 しそれぞれのホス トフア

ミリーに会わせ、三々五々セレモニーなしで各家庭へ と向かった.空港でのス

タ ソフは本学学生のためのスタ ソフで学生の情報をよく知ってお り、またホス

トファミリーとも既知のようで、非常にフレンドリーで手際よい流れであった。

東京や大阪からの他大学のグループについても同様のスタッフがゲー トでそれ

ぞれ待機 していたようであった。

第 1日 目は、通学の仕方等を教えてもらいながらホス トと一緒に登校 し、来

た順に ELC前で 日本の他の大学や外国から来ている学生 と同じグループにそ

れぞれ入 り、アデレー ド大学の学生による ELC、 アデレー ド大学キャンパス、

ンテイ~セ ンターの説明ツアーに同行 した。午後は、アデレー ド大学内の教室

で、授業に対する心構えやオース トラリア、アデレー ドの文化・社会について

の具体的で生活に密着 したオリエンテーションを受けた。

2日 目か らは、プレースメン トテス ト結果に基づいた午前あるいは午後の

クラスにそれぞれ入 り、授業 を受けた3 ELCで のクラスは General English

br Academic Purposes(GEA)で 8レ ベ ル に分か れてお り、上 か ら G5A

(Advanced Pronciency)、 G5B(Advanced)、 G4(Upper― Intermediate)、 G3A

(Intermediate)、 G3B(Lower―Intermediate)、 G2(Pre―Intermediate)、 GlA

(Elementary)、 Glb(Beginners)と なってお り、本学の学生はいろいろなク

ラスに散 らばっていた。プレースメントテス トの結果だけに基づ くのではなく、
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で きるだけ同 じクラスに純心の学生が一緒になることがないようにも配慮さ

れていたっクラスはそれぞれ 15名 程度、いろいろな国籍構成で、授業内はも

ちろん教室外でも積極的に互いに英語を使ってコミュニケ~ン ヨンをとるよう

奨励 されていたっ基本、授業形態は教員と学生 との相互あるいはクラスメー ト

とのインターラクンヨンが重視 され、教員側かいの一方的講義形態の授業はな

かった。毎金曜日は本学学生のみを対象とした教員養成プログラム (Specialised

Teacher Training Program)で 、児童 ・生徒 に対する外国語 (英語)教授法

をいろいろ学んだ。ただ 4週 目の金曜 日は、K-12(3歳 か ら 12歳 まで)を対

象 とした私立学校 Pulteney Grammar Schoolを 訪問 し、授業参観、日本語の

授業でのプレゼンテーションや生徒 との交流をし、オース トラリアにおける教

育現場を実際に体験 した。

ホス ト家族については、研修前に出したホス トヘの自己紹介や手紙、ELC

による各学生に対するアンケー ト結果などに基づ き、それぞれ学生に一番ふさ

わしいと思われるホス ト先が当てられていたようである。バ ックグラウンド、

家族構成など様々であったが、それぞれ学生に対 して大切に手厚 く接 して くれ、

学生はより深いつなが りが築 くことができ、もう一つの「家族」発見となった

ようであった。授業プログラムに Tourist&Cultural Activitiesの ような形で

「観光」が入っている他大学の学生 と異なり、ELC主催の地元探索ツアーのな

い本学の学生については、ホストファミリーがそれぞれ企画をして、ンヨツピ

ング、ビーチ、動物園、 ドライブ、親成の家族の結婚式などに連れて行ってく

れたようであった。

学生の帰国後に、ELCよ り学生の研修の成績およびその分析、本学研修プ

ログラムに関する A4で 6ページにわたる詳 しい総評が送 られてきた。その中

の学生による評価では、授業内容全般 とその教え方、教員養成プログラム内容、

学校訪間、ホームステイなど全てにおいて 65か ら7.0の 範囲にあ り(7=strongly

agree,1=strongly disagree)、 プログラム全般について満足 していることがわ

かる。また、学生によってその英語の力は異なっているものの、それぞれのク

ラス内で自信を持って積極的に授業に参加 したとの指摘があ り、また各学生の
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授業での成績 も高 く評価 されている。金曜 日の教員養成プログラムの授業は、

コミュニケーションとインタラクションを王 としたアクテイビテ イを取 り上

げ、授業の構成 ・運営の角度から主として行なわれ、学生にとつては新鮮で将

来の自分のクラス運営に非常に役立つと映ったようであるc,こ の教員養成プロ

グラムの一環としての学校訪間には、授業参観、日本語の授業での英語による

日本文化に関するプレゼンテーション、現場教員や生徒との交流があ り、担当

教員、学生ともこの学本
~を

訪間を高 く評価 している。全体 として、本学学生は積

極的にかつ熱心にすべての授業やアクテイビテイに参加 し、クラスメー トとう

まくコミュニケ~ン ヨンをとりまた助けた りし、アデレー ド滞在 と研修を最大

限満喫 しているようであったとの評価であった。ホームステイについても学生

の評価は高 く、肩肘張 らない環境で英語を使って話すことが とても良い経験で

あったようである。

ELCの評価は、プログラム関係者と学生に基づ くものであるが、学生の反

応については現地でのアンケー トが英語によるもので、自由記述欄にはいろい

ろと書かれているが、十分に自分の考え・気持ちを表せなかったかもしれない.

帰国後学生の提出した「海外研修」(2単位)の ための研修レポー トは、それ

ぞれが一番研修の中で興味を持ったものについてまとめたものであるが、日本

と異なる授業のやり方、特に全員黒板に向かって座る日本のやり方ではなく、

サークルになリクラスメー トの顔を見ながら座 り、互いに意見を交換 したり作

業をする授業、ゲームを取 り入れた教え方など、「教える」ことに関するテー

マが多かった。同様に多かったのが、ホストフアミリーや地元の人々との交流

を通して感じたフレンドリーネスそして英語に対するものであつた。特に英語

については、「教科書に出てくるような完璧な英語」を話す必要はなく、いわ

ゆる「ブロークンの英語」であっても大文夫であること、実際自分が日本で話

している日本語 も教科書に出てくる日本語のようなものではないので、肩の

力を抜いてコミュニケーションをすることが大事ということをホス トより教わ

り、気が楽になり、英語によるコミュニケ~ン ヨンを楽しむことができるよう

になったとのコメントもあった。
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研修レポー トとは別に、次回の研修計画の参考にと研修参加学生にアンケー

ト調査をしたが、英語についても「現地の人たちが自分の言おうとしているこ

とを聞こうとしてくれた」「英語をずっと生活の中で使い続けることができた」

など積極的評価もある反面、授業の予習、復習、小テスト、プレゼンテ~ン ヨ

ンの準備など英語を使っての授業に関して、慣れるまで最初は大変であったよ

うでもある。,「英語を使うことについて抵抗感がある」については「非常にある」

が研修後「全 くない」あるいは「少 しある」と変化、「英語を使うことについ

て自信がある」についても「全くない」から「非常にある」あるいは「まあま

あある」となる学生が殆どであった。「ォース トラリア英語」について日本で

接 して来た英語とは異なり、最初は慣れずに大変だったが、だんだんと慣れる

につれて、むしろフレンドリーで気さくなこの英語が好きになったという学生

もいた。また「プログラムの中でよかったもの」では、「学校訪問」と「ホー

ムステイ」をあげている学生が多かった。ブ ソシュダンスをあげている学生

もいたが、これは研修の時期にちょうど開催されていたアデレー ドの Fringe

Festivalと いうお祭 りの一部で、世界中からもこの時期にいろいろなアーティ

ス トやパーフォーマーが来て公園や路上でパーフォーマンスをして、オース ト

ラリアの文化だけでなく国際的雰囲気を味わえたのではないかと思われる。こ

こにも、学生が感想を述べていた「いろいろなバツクグラウンドのオーストラ

リア人」から成るオーストラリアの一端を感じたようである。本学のホームペー

ジにも何人かの参加学生のインタービュー形式の感想が載せられているが、同

じように積極的なものである。

最後に、今回のアデレード大学研修についての総括として、時期的には現地

が夏の終わりということで気候的にも過ごしやす く、また Fringe Festivalの

ようなイベントもあり、学生にとって楽 しい時期であったと思われる。 ELC
では、教員、スタッフが親切・丁寧で、良い意味で外国人学生の扱いに慣れて

いて、学生も不安を覚えることが少なかったようである。英語授業、教員養成

プログラム、学校訪問も学生にとっては非常に満足のいくものであった.ホ ス

トフアミリーについても不満のようなことは聞こえて来ず、むしろ帰国後も学
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生は緊密に連絡をとり続けていて、その繋が りが一過性のものでないことを示

しているのは嬉 しいことである.コ ロナ禍で復路に使、航空会社など変更があっ

たが、出発・到着の時間については早すぎもせずまた遅す ぎもしなかったとい

うことで、学生だけでなくホス トファミリー等にとっても楽であったと思われ

る.


